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日本歯科医学教育学会共催シンポジウム | 特別講演

超高齢社会に対応できる臨床能力の養成プログラムを考える - ICTを活用し

た共通の準備教育と多様な臨床実習の実施
座長:宮﨑 隆(昭和大学歯学部歯科理工学部門)
Fri. Jun 22, 2018 3:50 PM - 5:00 PM  第3会場 (6F 大会議室)

共催：日本歯科医学教育学会

【略歴】 

1978年　東京医科歯科大学歯学部卒業 

1984年　東京医科歯科大学大学院歯学研究科修了・歯学博士 

1984年　昭和大学歯学部講師（歯科理工学講座） 

1991年　昭和大学歯学部教授　 

2003年　昭和大学歯学部長 

2016年　昭和大学副学長　 

一般社団法人　日本歯学系学会協議会　理事長　 

公益社団法人　日本口腔インプラント学会　常務理事 

 

【抄録】 

　学生が臨床実習の中で実際に経験できる症例を均一化するのは難しく，経験しても知識が不足しているために

未消化になる場合も少なくないと考えます。超高齢社会に対応できる臨床能力を養成するために臨床実習の充実

を図ることを目的として，3大学と関連歯科医師会で開発した共通のICT教材を用いて，超高齢社会で必要となる

知識を臨床実習前に修得する学修プログラムを実施しています。 

　本シンポジウムでは，共通のICT教材を活用した準備学修教材の概要と，地域の異なる大学で実施した臨床実習

で得られた成果について3大学の演者が報告します。この取り組みを全国の多くの大学に広げ，超高齢社会のさま

ざまな地域医療をテーマとしたICT教材を作成し，活用することにより，各大学が超高齢社会に対応するための充

実した臨床実習を実施できると考えます。このICTを活用した教育プロジェクトについて，参加者も含めてディス

カッションを行いたいと思います。
 

 

3大学共通の ICT教材と昭和大学における急性期チーム医療実習
○片岡 竜太1 (1. 昭和大学歯学部スペシャルニーズ口腔医学講座歯学教育部門)

【略歴】 

1985年　昭和大学歯学部卒業 

1989年　昭和大学大学院歯学研究科修了・歯学博士 

1994年　米国ノースカロライナ大学客員研究員 

2000年　昭和大学歯学部口腔外科学教室講師 

2008年　昭和大学歯学部歯科医学教育推進室　室長　准教授 

2011年　昭和大学歯学部教授（現在に至る） 

日本口腔外科学会専門医 

日本医学教育学会認定医学教育専門家 

日本歯科医学教育学会常任理事 

日本医学教育学会代議員 

日本保健医療福祉連携教育学会理事

 
超高齢社会に対応できる歯科医師を養成する目的で，文部科学省大学間連携共同教育推進事業の補助を受け

て，北海道，北東北，関東の3連携大学が，歯科医師会と協働して，全身と口腔との関連，基礎疾患を有する患者

に対する歯科診療，チーム医療，口腔乾燥症などについて3大学共通の ICT教材を開発しました。超高齢社会に対

応する臨床実習をより充実させるために，各大学のカリキュラムに沿って3年次から5年次にかけて ICT教材を活
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用した授業を実施しています。臨床実習終了時に3大学学生交流を行い，地域の異なる3大学学生が高齢者に関す

る地域医療実習で学んだ内容を振り返りながらディスカッションを行います。 

　昭和大学では初年次から段階的に医学・歯学・薬学・看護・理学・作業療法学科連携の多職種連携教育を実施

しています。6年次に実施している4学部連携病棟実習における学生の学びの様子から3大学共通の ICT教材を導入

した成果をお話しします。


